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広報やちよ

　４月８日、町内の小学校５校で入学式が
行われました。令和７年度の新小学１年生
は、156 人です。西豊田小学校では、31 人
の新入生が小学生に仲間入りしました。

主な内容
◎令和６年度予算の執行状況

・・・２ページ
◎町への寄付・寄贈  ・・・７ページ
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会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 30 億 8,761 万円 27 億 4,836 万円 89.0% 26 億 3,275 万円 85.3%
後 期 高 齢 者 3 億　285 万円 2 億 9,583 万円 97.7％ 2 億 6,001 万円 85.9%
介 護 保 険 19 億 9,065 万円 19 億 2,805 万円 96.9% 17 億 1,003 万円 85.9%
中央土地区画 1 億 1,278 万円 1 億　143 万円 89.9% 1 億　749 万円 95.3%
合 計 54 億 9,389 万円 50 億 7,367 万円 92.4% 47 億 1,028 万円 85.7%

区分 予算額 執行額 執行率

水
道
事
業

収益的収入 5 億 2,530 万円 5 億　868 万円 96.8%
収益的支出 4 億 1,458 万円 2 億 3,844 万円 57.5%
資本的収入 0 円 0 円 -
資本的支出 1 億　334 万円 6,148 万円 59.5%

下
水
道
事
業

収益的収入 6 億 1,835 万円 4 億 3,448 万円 70.3%
収益的支出 6 億　322 万円 2 億 6,252 万円 43.5%
資本的収入 3 億 1,827 万円 3 億 6,649 万円 115.2%
資本的支出 4 億 6,365 万円 4 億 5,290 万円 97.7%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
令
和
６
年
度
（
令
和
７
年
３
月

31
日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入

れ
を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
決
算
の
数

値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　予算額　111 億 7,578 万円

特別会計

●歳入（収入済額）102 億 3,044 万円（執行率 91.5%）

●歳出（支出済額）93億 3,392 万円（執行率 83.5%）

企業会計

101 億 4,227 万円
（特別会計を含む）

内　訳
　一般会計　　　　 

　56 億 8,407 万円
　　内  臨時財政対策債

31 億 8,183 万円
　中央土地区画整理事業会計

　2 億 3,702 万円
　水道事業会計　　　

　　　7,999 万円
　下水道事業会計

　　　　　41 億 4,119 万円

町民 1 人が納めた町税・・・14 万 3,627 円
1 世帯が納めた町税 ・・・35 万 5,306 円

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）

(

町 税
地 方 交 付 税
寄 付 金
国 庫 支 出 金
繰 越 金
地方消費税交付金
繰 入 金
県 支 出 金
地 方 譲 与 税
町 債
そ の 他

0 　　　　10　　　 　20　　　 　30　　 　　40
民 生 費

総 務 費

農 林 業 費

教 育 費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

そ の 他

2 億 2,560 万円

30 億 1,904 万円
19 億 8,470 万円

10 億 1,511 万円

4 億 3,941 万円

9 億 7,963 万円

1 億 5,257 万円

14 億 9,480 万円

3 億 7,242 万円
5 億 2,556 万円

29 億 834 万円

8 億 1,463 万円

26 億 1,709 万円

7 億 2,169 万円

6 億 7,853 万円

5 億 554 万円

6 億 154 万円

4 億 8,656 万円

（億円）

0　　 　　10　 　　　20　　 　　30　　　 　40（億円）

(

2,160 万円

・土地　　　　  690,003㎡
　　　　　　（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 68,834㎡
・基金　　55 億 6,563 万円

町有財産・基金の状況

町民 1 人に使われた予算（一般会計）・・・44 万 4,050 円
1 世帯に使われた予算（一般会計） ・・・109 万 8,496 円
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詳詳細細ははここちちらら

茨茨城城県県結結城城郡郡八八千千代代町町菅菅谷谷502番番地地1
ＴＴＥＥＬＬ ００２２９９６６－－４４８８－－２２３３１１１１
EE--mmaaiill ssaawwaakkii--kk@@sswwkk--gg..ccoo..jjpp
ＵＵＲＲＬＬ swk-g.co.jp

茨茨城城県県知知事事登登録録旅旅行行業業 第第２２－－３３１１４４

※写真はイメージです

ささくくららんんぼぼ食食べべ放放題題 とと花花寺寺「「吉吉祥祥寺寺」」参参拝拝

八千代町 ～ 土田酒造（見学） ～ 道の駅川場田園プラザ（昼食・買物） ～ 青龍山吉祥寺（参拝） ～ 原田農園(さくらんぼ狩り) ～ 八千代町

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

旅行代金
（おひとり様） 出発日：6月28日(土)14,000円（税込）

■■  運運行行ババスス会会社社：：自自社社ババスス（（ササワワキキ観観光光ババスス））ババススガガイイドド同同行行

■■ 最最少少催催行行人人員員：：2255名名 〈〈受受付付人人員員：：11名名様様よよりり〉〉
■■ ココーースス：：八八千千代代町町役役場場 77：：3300発発

【【貸貸切切ババスス代代・・ガガイイドド代代・・昼昼食食代代（（地地ビビーールルレレスストトラランン武武尊尊））・・吉吉祥祥寺寺拝拝観観料料・・ささくくららんんぼぼ狩狩りり代代をを含含むむ】】

さくらんぼの食べ放題♪

18：30頃着

6月のツアーは初夏の味覚「さくらんぼ狩り」へ皆様をお連れします！
「誉国光」で有名な土田酒造は日本酒ソフトが人気♪

花寺「吉祥寺」では色とりどりのあじさいをご観賞いただけます！
最後は旬を迎えたさくらんぼの食べ放題とお土産に地元野菜の
詰め放題をお楽しみください！皆様のご参加をお待ちしております♪

「花寺」吉祥寺

野菜の詰め放題付きですよ～♪

道の駅川場でお食事♪

日本酒ソフトクリーム

広告

令和７年度令和７年度
行政区長・副区長合同会議を開催行政区長・副区長合同会議を開催

令和７年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 髙　野　洋　一 小　口　貞　三
瀬 戸 井 塙　　　史　郎

荒　川　信　雄
仁 江 戸 西 中　島　　　一 高　野　裕　美 髙　嶋　光　雄
粟 野 中　島　正　広 生　井　　　茂 兵 庫 沼 端 渡　辺　一　三 照　内　浩　一
片 角 中　島　佳　之 中　島　　　実 前 田 中　山　正　一 湯　本　春　雄
中 野 黒　川　儀　幸 稲　葉　健　一 高 野 上　野　眞　一　 小　菅　一　郎
苅 橋 保　科　一　男 諏　訪　　　守 伊 勢 山 帷　子　春　雄 小　林　雄　一
東 大 山 草　間　偉　光 草　間　常　夫 根 ノ 谷 石　塚　　　章 栗　原　克　己
太 田 関　　　信　男 田　中　富　男 菅 谷 西 北　野　和　已 相　沢　　　泉

若 古　橋　定　男 石　塚　義　広 西 大 山 爲我井　庄　一 爲我井　壽　一
沼 森 小　竹　茂　美 篠　原　正　美

塩 本 青　木　啓　悟
柴　森　米　光

貝 谷 塚　原　　　渥 杉　山　　　淳 安　田　忠　次
川 尻 赤　松　　　治 柴　　　重　夫 下 山 川 古　澤　　　泉 稲　葉　和　彦
今 里 広　瀬　孝　男 広　瀬　敏　美 粕 礼 大　塚　　　進 小　森　正　敏
本 郷 野　中　　　勤 小　竹　敏　明 本 田 大　里　真　弘 諏　訪　一　雄
蕗 田 国府田　　　弘 青　木　　　裕 前 山 野　口　　　進 野　村　幸　一
東 蕗 田 長　瀬　裕　二 坂　入　俊　夫 松 山 黒　子　孝　夫 大　里　和　広
新 地 相　田　敏　美 瀬　尾　勝　美 天王木番田 𠮷　田　　　昇 新　谷　隆　雄
福 岡 飯　倉　浩　行 齋　藤　　　進 築 越 六 軒 峯　　　智　道 松　岡　　　勇
栗 山 中　島　完　司 飯　岡　祐　一 二 ツ 釜 大　柳　　　裕 宮　永　弘　之
尾 崎 遠　藤　勝　利 秋　葉　惠　一 道 前 六 保 松　村　　　勇 諏　訪　正　幸
大 間 木 堤　　　　　忠 堤　　　　　隆 平 塚 新 田 宮　本　正　美 河　口　　　努
芦ケ谷新田 岡　田　　　晃 中　島　爲　男 水 口 斉　藤　　　実 大久保　　　誠
舟 戸 平　岡　忠　夫 秋　葉　政　男 松 本 青　木　寿　夫 奈良澤　　　裕
仲 坪 川　村　　　孝 生　井　正　光 久 下 田 松　永　貞　良 松　永　　　実
山 ノ 神 秋　葉　和　次 高　橋　恵　三 新 井 矢　中　　　亨 中　澤　和　久
神 山 染　野　　　進 秋　葉　博　之 八 町 杉　田　政　夫 野　口　重　徳

磯 青　木　美　孝 青　木　　　衛 袋 飯ヶ谷　清　栄 飯ヶ谷　　　進
村 貫 東 古　橋　道　雄 内　海　　　浩 野 爪 草　間　昭　夫 大久保　勝　幸
村 貫 西 金　子　利　夫 内　海　寿　雄 坪 井 遠　藤　保　雄 宮　田　順　一
佐 野 東 爲我井　貞　雄 為我井　勇　一 高 崎 相　澤　信　男 関　　　良　男
佐 野 西 広　瀬　　　清 爲我井　正　美 大 渡 戸 荒　木　克　巳 倉　持　和　弘

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 中　山　正　男 川　村　正　美
小 屋 倉　持　公　男 古　澤　次　男

　４月５日、中央公民館で全行政区の区長・副区長を対象とした合同
会議を開催しました。野村町長から代表者に委嘱書が交付され、町の
施策や事業について情報共有を図りました。

◎

〇

〇

〇

〇

◎

〇

〇
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４
月
１
日
付
で
、
町
職
員
お
よ

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

　
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
宮
本
克
典
（
消
防
交
通
課
調
整

監
兼
交
通
防
犯
係
長
）
□
原
宏
美

（
こ
ど
も
家
庭
課
長
補
佐
兼
子
育

て
支
援
係
長
）□
久
保
谷
昌
彦（
上

下
水
道
課
主
査
兼
下
水
道
係
長
）

□
佐
藤
大
地
（
こ
ど
も
家
庭
課
主

事
）

【
退
職
派
遣
】
□
古
橋
一
裕
（
生

涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係

長
）
□
大
塚
好
太
（
上
下
水
道
課

主
任
）

　
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
解
派
遣
】
□
鈴
木
衛
（
株
式
会

社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
）

【
役
職
定
年
】
□
鈴
木
衛
□
高
橋

美
由
紀
（
戸
籍
住
民
課
長
）
□
中

島
敦
子
（
健
康
増
進
課
主
査
）

◆
総
務
部

■
公
共
施
設
整
備
準
備
室
　
□
副

部
長
兼
公
共
施
設
整
備
準
備
室
長

／
須
澤
晃（
環
境
対
策
課
付
課
長
）

◆
町
民
く
ら
し
の
部

■
税
務
課　
□
課
長
／
諏
訪
敦
史

（
国
保
年
金
課
長
）
□
課
付
課
長

／
大
林
伸
光
（
総
務
課
付
課
長
）

■
戸
籍
住
民
課　
□
課
長
／
永
瀬

修
（
健
康
増
進
課
長
）

■
環
境
対
策
課　

□
課
長
／
生
井

億
之
（
こ
ど
も
家
庭
課
長
）
□
課

付
課
長
／
髙
谷
和
雄
（
都
市
建
設

課
長
補
佐
兼
住
宅
・
空
き
家
対
策

係
長
）

■
国
保
年
金
課　
□
課
長
／
瀬
崎

清
一
（
産
業
振
興
課
長
）

◆
保
健
福
祉
部　

■
こ
ど
も
家
庭
課
　
□
課
長
／
岩

坂
信
幸
（
税
務
課
長
）

■
健
康
増
進
課　

□
課
長
／
井
上

敦
之
（
環
境
対
策
課
長
）

◆
産
業
建
設
部　

■
産
業
振
興
課　
□
課
長
／
為
我

井
正
（
税
務
課
長
補
佐
兼
納
税
管

理
係
長
）

　
新
規
採
用

□
環
境
対
策
課
主
事
／
片
平
凌
久

□
産
業
振
興
課
主
事
／
小
竹
一
輝

□
学
校
教
育
課
主
事
／
上
原
輝
子

□
こ
ど
も
家
庭
課
主
事
補
／
秋
葉

乃
愛

　
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
伊
澤
芳
美
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
飯
塚
弘
幸
（
安
静
小
教
諭
）
□

阿
部
望
（
下
結
城
小
教
諭
）
□
上

原
子
い
ず
み
（
下
結
城
小
教
諭
）

□
大
塚
菜
々
子
（
東
中
教
諭
）
□

田
神
昭
（
八
千
代
一
中
校
長
）

　
転
出
（
３
月
31
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
校
長
／
沢
木
滋

（
八
千
代
一
中
）
□
教
諭
／
柏
瀬

亮（
県
福
祉
部
筑
西
児
童
相
談
所
）

■
安
静
小　
□
教
諭
／
公
平
花
絵

（
下
館
小
）

■
中
結
城
小　

□
教
諭
／
稲
川
ひ

ろ
み
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
坂
入

久
美
子
（
下
結
城
小
）
□
教
諭
／

加
藤
裕
（
古
河
一
小
）
□
教
諭
／

青
木
悠
喜
（
県
立
協
和
特
別
支
援

学
校
）

■
下
結
城
小　
□
教
頭
／
大
里
友

美
（
下
大
野
小
校
長
）

■
川
西
小
　
□
校
長
／
根
本
亮
平

（
水
戸
教
育
事
務
所
学
校
教
育
課
）

□
教
諭
／
太
田
由
美
子
（
中
結
城

小
）
□
教
諭
／
湯
本
明
宏
（
菅
生

小
教
頭
）

■
東
中　

□
教
頭
／
宮
田
大
輔

（
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
）
□
教

諭
／
田
沼
一
浩
（
猿
島
中
教
頭
）

□
教
諭
／
野
澤
宏
之
（
安
静
小
）

□
教
諭
／
和
田
朋
子
（
中
央
小
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
諭
／
浅
野

将
（
長
須
小
教
頭
）
□
教
諭
／
鹿

島
勇
弥
（
結
城
南
中
）
□
教
諭
／

田
所
知
紘
（
那
珂
湊
一
小
）

　
転
入
（
４
月
１
日
付
）

■
西
豊
田
小　
□
校
長
／
外
山
薫

（
古
河
六
小
）
□
教
諭
／
小
幡
英

里
（
谷
貝
小
）

■
安
静
小　
□
教
諭
／
野
澤
宏
之

（
東
中
）
□
教
諭
／
小
林
佳
輔
（
雨

引
小
）

■
中
結
城
小　
□
教
諭
／
為
我
井

綾
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
太
田
由

美
子
（
川
西
小
）
□
教
諭
／
枝
真

衣
（
宗
道
小
）
□
教
諭
／
秋
葉
涼

太
（
新
規
採
用
）

■
下
結
城
小　
□
教
頭
／
大
賀
治

美
（
駒
込
小
）
□
教
諭
／
坂
入
久

美
子
（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／
茂

学
　
校

呂
亜
希
子
（
岩
井
二
小
）
□
養
護

教
諭
／
程
塚
幸
子
（
玉
小
）

■
川
西
小
　
□
校
長
／
石
澤
功

（
高
道
祖
小
）
□
教
諭
／
関
根
李

功
（
新
規
採
用
）

■
東
中　

□
教
頭
／
中
村
史
佳

（
総
和
中
）
□
教
諭
／
中
村
勇
太

（
水
海
小
）
□
教
諭
／
杉
山
幹
大

（
新
規
採
用
）
□
教
諭
／
大
塚
実

桜
（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
一
中　
□
校
長
／
沢
木

滋
（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／
佐
田

有
美
桂
（
結
城
南
中
）
□
教
諭
／

栃
木
翼
（
新
規
採
用
）

役
　
場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
管
理
職
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動

町役場の新規採用職員
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区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 ２ ２ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 １ １ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０

個人情報 町 長 １ １ ０ ０ ０

令和６年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況
令和６年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

令和６年７月 17 日 野村　勇
八千代町大字坪井 93 番地３ 選挙運動はがき作成のため 安静地区、下結城地区、

中結城地区

令和６年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
令和６年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4第 7項および公職選挙法施行規則第 3条の 4の規
定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申し出がありませんでした。

問い合わせ　総務課総務法制係（内線３２２０）

鈴鈴のの樹樹 ハハウウススププララスス
鈴鈴木木 浩浩司司

住宅のお悩みは鈴の樹ハウスプラスにご連絡ください。

住宅メンテナンス・高気密 高断熱住宅・
リフォーム・外壁塗装 他

八千代町東蕗田 656-2
TEL 0296-49-1697

FAX 0296-49-1697
携帯 090-4928-4483LINE友だち追加 インスタやってます

広告

※下記�分野は初回��分無料!

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日� : � �～�� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

LINE友だち追加相談予約フォーム

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

身近な法律問題のご相談、ご予約随時受付中です。
どうぞお気軽にお問い合わせください。

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言
債務整理/交通事故/相続・遺言債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

広告 広告

広告 広告
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令和 6 年度   八千代町総合表彰式
　３月 15 日、町の発展に多大な貢献をされた方を表彰する八千代町総合表彰式が中央公民館大ホールで行われ
ました。今回表彰されたのは、表彰と感謝の部を合わせて 157 人４社です。（敬称略・順不同）

《表彰の部》
【行政区長】
坂從正実（苅橋）草間清一（東大
山）小竹剛（本郷）相田誠一（新地）
木村幸夫（福岡）中村善一（仲坪） 
西村光（佐野東）爲我井仁司（佐
野西）照内篤（兵庫沼端）小林誠

（前田）沼田光一（高野） 大久保誠
之（伊勢山） 大久保正敏（根ノ谷） 
石塚誠一郎（菅谷西） 幸田泉（西
大山）大森尚樹（塩本）髙﨑隆（下
山川）宮本　雄（本田） 大里君子（道
前六保）生井隆（松本）太田常明（久
下田）井上文彦（新井）杉田健治

（八町）渡辺勝男（高崎）宮本保（大
渡戸）守弘（小屋）

【行政副区長】
木村豊（高野） 上竹文夫（根ノ谷）

【人権擁護委員】
生井紀子（伊勢山） 谷中悦子（坪井）

【統計調査員】
篠﨑光市（本田）

【男女共同参画推進委員】
福島信夫（久下田）

【公民館運営審議会委員兼社会教
育委員長】
中山勝三（高野）

【子ども会育成連合会副会長】
大山晃（村貫東）

【多世代の交流の場を提供】
社会福祉法人　紬会

【地域おこし協力隊】
ニエケひとみ（高野）

【茨城県農業経営士】
中村清則（尾崎）

《感謝の部》
【行政区長】
高野実（仁江戸西）小林好央（粟
野）生井國雄（片角） 黒川勝（中
野）古德武男（太田）金久保照夫

（若）山口茂（沼森）鈴木一男（川
尻）阿部愼介（今里）高橋正雄（蕗
田）青木喜栄（東蕗田）飯岡克己

（栗山）小竹民男（栗山）青谷清
一（尾崎）堤伸男（大間木）金子
実（芦ケ谷新田）秋葉俊彦（舟戸）
髙橋正男（山ノ神）染野昭彦（神
山）岩坂正（磯）石川衛（村貫東）

椎名聡（村貫西）髙嶋尚（瀬戸井）
小森清（粕礼）宮本功（前山）野
口浩（松山）古谷秀雄（天王木番田）
松岡重光（築越六軒）荒井眞治（二
ツ釜）大山正巳（袋）上野勝好（野
爪）服部至朗（坪井）柴静男（大里）

【行政副区長】
大島一男（仁江戸東）大島好男（仁
江戸西） 堀富四郎（粟野）生井実（片
角）稲葉眞（中野）倉持栄芳（東
大山）山口勇（太田）石塚茂樹（若）  
後藤輝夫（貝谷）鈴木忠（川尻）
山口正一（今里）青木貞夫（蕗田）
桃田泰司（東蕗田）塚田義和（新
地）遠藤定次（尾崎）井桁富美雄

（芦ケ谷新田）　（故）平岡正（舟戸）
秋葉貞夫（山ノ神）須澤裕幸（神
山）大竹芳明（磯）竹垣正一（村
貫東）竹垣好彦（村貫西）爲我井
嘉（佐野西）生井猛（瀬戸井）野
口栄（瀬戸井）湯本明雄（伊勢山）
青木東洋（塩本）阿久津秀人（塩
本）須藤芳浩（粕礼）𠮷田浩幸（前
山）大里清作（天王木番田）宮本
和彦（二ツ釜）大山博士（袋）川
面健二（野爪）櫻井清（坪井）柴
隆夫（大里）

【農業委員会委員】
草間和男（東大山）野中昇（新地）
堤進（大間木）	 青木幹雄（根ノ谷）
中茎絹子（高崎）

【農業委員会委員および農地利用
最適化推進委員】
馬場章（水口）	 川田弘幸（久下田）

【農地利用最適化推進委員】
髙野守（仁江戸西）大山正人（東
大山）髙橋一義（沼森）	生 井 忠 一

（仲坪）齋藤進（福岡）堤義雄（大
間木）荒井昇（二ツ釜）染谷勉（高
崎）大山利美（袋）

【国民健康保険運営協議会委員】
村松道夫（仁江戸東）青木良夫（東
蕗田）斉藤実（水口）古澤栄（新井）

【中央土地区画整理事業第２工区
審議会委員】
吉村精一（若）

【東中学校吹奏楽部顧問】
大塚菜々子（筑西市） 大原奈央子

（つくば市）

【町の知名度向上に寄与】
イバラッパー（常総市）	渋谷直樹

（水口出身／東京都）
【食生活改善推進協議会長】
遠藤キヌヱ（大間木）

【食生活改善推進員】
川崎しな（東蕗田）秋葉ひさ子（神
山）篠﨑千代子（本田）松永きぬ
よ（久下田）鴨目靜江（新井）大
久保るり子（野爪） 髙島ゆり子（小
屋）

【母子保健推進員】
岩田きみ子（東大山） 黒沢ひろい

（貝谷）大里紀子（川尻）森三千
代（天王木番田）水垣美佐子（松本）
赤塚千夏（新井）

【青年農業士】
中山康弘（仁江戸東）青柳靖月（瀬
戸井）久保谷徹（仲坪）

【学校給食の推進に寄与】
（故）小川一治（塩本）
【火災の初期消火活動に協力】
野口真起（前山）

【防火推進協力者】
染野莉子（高野）

【鳥インフルエンザ防疫措置のため
入浴施設および宿泊施設を提供】
株式会社クリーン工房

【町へ多額の寄付】
株式会社クリーン工房
高橋カーテンウォール工業株式会社
宮田守（結城市）古屋博行（塩本）
内海昭、内海かね（村貫東）

【交通安全意識の高揚につながる
工芸品の寄付】
塚原幸一（古河市）

【５．交付金公下第２号工事施工
優秀】
野口機設工業株式会社

【５．交付金公下第３号、５．町単
公下第４号（合併）工事施工優秀】
株式会社久保谷建設

【６．交付金公下第１号工事施工優秀】
大里産業株式会社

【６．交付金公下第２号工事施工優秀】
鈴縫工業株式会社
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あ りが と う ございますあ りが と う ございます

町への寄付 ・ 寄贈町への寄付 ・ 寄贈

株式会社カツミ産業
から寄贈

JA 常総ひかり
から寄贈

町女性団体連合会
から町社協へ寄付●2

20 ●3
 7 ●3

18

　株式会社カツミ産業（生井克美
社長）から、感染症拡大防止のた
めアルコール消毒液が寄贈されま
した。寄贈された消毒液は、町内
の小中学校７カ所と、役場庁舎な
どの公共施設で使用されます。

　常総ひかり農業協同組合（堤隆
代表理事組合長）から交通安全帽
子と交通安全傘が寄贈されました。
寄贈された帽子と傘は、令和 7 年
度に町内の小学校に入学する新１
年生 156 人に配布されました。

　町女性団体連合会（髙野尚子会
長）から町社会福祉協議会（野村
勇会長）へ寄付がありました。こ
の寄付金は、ボランティア活動や
在宅福祉の充実など、住民の福祉
の向上に役立てられます。

株式会社常陽銀行
から寄贈

下妻地区交通安全協会、
交通安全協会八千代支部、八千代町交通安全母の会

から寄贈●3
18

　株式会社常陽銀行八千代リテー
ルステーション（井上治郎支店長）
から防犯ブザー 190 個が寄贈され
ました。寄贈された防犯ブザーは、
令和 7 年度に町内の小学校に入学
する新１年生 156 人に配布されま
した。

　令和７年度に町内の小学校に入学する新１年生への交通安全グッズと
して、下妻地区交通安全協会（渡辺國男会長）からランドセルカバーと
お守り型交通安全反射材、交通安全協会八千代支部（沢木健夫支部長）
と八千代町交通安全母の会（松村恵美会長）から横断バッグが寄贈され
ました。
〇横断バッグとは
荷物を入れるだけでなく、前面に横断標識、背面に横断安全標語がプリ
ントされており、より安全な登下校に役立つことが期待されます。

●3
28
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

松本行政区の伝統行事「花まつり」

　４月８日、松本行政区の薬師堂で「花まつり」を
開催しました。これは、毎年４月８日に開催されて
おり、花で彩られた花御堂の中にいるお釈迦様の像
に甘茶をかけてお釈迦様の誕生を祝う行事で、今回
は 20 人が参加。歓喜寺の住職が御霊入れのお経を唱
え、参加者は家内安全や無病息災を祈願しました。

旧中結城小学校庭遺跡で現地説明会開催

　３月 22 日、理化工業株式会社敷地内の旧中結城
小学校庭遺跡で、株式会社東京航業研究所の協力の
もと、発掘調査の現地説明会を開催しました。当日は、
この調査で確認された縄文時代早期や古墳時代後期
の竪穴住居跡などの見学、土

は じ

師器や須恵器など出土
品の展示が行われました。

図書館で「春の青空マルシェ」を開催

　3 月 16 日、図書館で「春の青空マルシェ」を開
催しました。イベントでは、バルーンアートや絵本
の読み聞かせ、オカリナや筝の演奏会、ワークショッ
プなどが行われたほか、キッチンカーなども出店。
来場者は思い思いに会場を巡り、楽しいひとときを
過ごしました。

HARUIRO ウォーキングを開催

サントリーグループとの協定締結式

　３月 14 日、役場庁議室で町とサントリーグループ
による「ボトル to ボトル」水平リサイクルに関する
協定締結式を開催しました。この協定は、町が各家庭
から回収した使用済みのペットボトルを新たなペット
ボトルに生まれ変わらせ、サントリーの飲料製造に使
用することでリサイクルの促進などを図るものです。

　４月６日、町スポーツ協会と町教育委員会の共催によ
る HARUIRO ウォーキングが開催されました。第４回目
となる今回は、約 100 人が参加。クリーンパーク・き
ぬを出発し、桜や菜の花が咲き誇る約 7.5km のコース
を歩きました。ゴールした後は、参加者へ飲み物や草餅
などが配布されたほか、明治安田生命による血管年齢の
測定や、野菜の摂取レベルを測定できるベジチェックな
ども行われました。
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日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果 （敬称略）

■ BONDS CUP 2025 新人大会
〔と　き〕３月 20 日（木）
〔ところ〕ザ・ヒロサワシティ体育館
〔主　催〕筑西市バレーボール協会
　　　　  BONDS バレーボールスポーツ少年団

〔主な結果〕
優　勝　八千代フェニックス

親子で楽しめる
フード＆ステージ
アトラクション！

国籍をこえて

茨城を楽しむ

おまつりダッ！

2025 

sun6.1
OPEN10:30 ▶ CLOSE17:00
砂沼広域公園 観桜苑 アフリカンドラム ゆるキャラ釣船遊覧船インド舞踊キッチンカー サンバ

主催：公益社団法人日本青年会議所 関東地区 茨城ブロック協議会　 主管：一般社団法人下妻青年会議所
後援：茨城県、茨城県教育委員会、下妻市、下妻市教育委員会、八千代町、八千代町教育委員会、常総市、常総市教育委員会、（公財）茨城県国際交流協会、JICA筑波

第54回 茨城ブロック大会
下妻大会 記念事業

S H I M O T S U M A

GLOBAL Festival
│しもつまグローバルフェスティバル│

＜お問合せ＞ブロック大会連絡会議　議長　梅原 勇輝
TEL：09040601545　MAIL：paraojan@gmail.com

広告

■第 36 回八千代町卓球大会
〔と　き〕２月 16 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ協会・八千代町卓球連盟
〔主な結果〕

一般男子シングルス　　　　一般女子シングルス
優　勝　稲見哲也　　　　　優　勝　二ツ森愛梨香
準優勝　中田大翔　　　　　準優勝　浅野なな
第３位　北島裕　　　　　　第３位　齋藤紅愛
第３位　堀江啓斗　　　　　第３位　山口みや子
中学男子シングルス　　　　中学女子シングルス
優　勝　内海輝政（一中）　  優　勝　中山美空（東中）
準優勝　矢口雄聖（東中）　  準優勝　斎藤杏樹（Lim）　
第３位　大久保洸（一中）　  第３位　生井結菜（東中）
　　　　　　　　　　　　    第３位　川田鈴桜（東中）

■第 99 回町民ソフトボール大会
〔と　き〕３月 23 日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
　　　　  八千代町ソフトボール連盟

〔主な結果〕
優　勝　伊勢山ソフトクラブ
準優勝　神風フレンズ

混合ダブルス
優　勝　堀江啓斗・二ツ森愛梨香
準優勝　人見玲央・清水明
第３位　稲見駿也・若旅理樹
第３位　秋葉翔太・浅野なな

入賞した皆さん

優勝した八千代フェニックスの皆さん

優勝した伊勢山ソフトクラブの皆さん

広告
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みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

　荒
あ ら い

井 琳
りこ

子 さん（中結城小５年）

　

私
に
は
、
姉
、
弟
と
仲
が
良
い
い
と
こ
が
二
人
い

ま
す
。
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
ご
は
ん
を
食
べ
た

り
、
公
園
に
行
っ
て
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
弟
と
い
と

こ
は
私
よ
り
年
下
で
最
近
は
ス
パ
イ
ご
っ
こ
や
、
野

球
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
お
か
し
づ

く
り
が
好
き
な
の
で
、
作
っ
た
お
か
し
を
み
ん
な
で

食
べ
た
い
で
す
。

　

高
学
年
に
な
っ
た
の
で
、
小
さ
い
子
の
お
手
本
に

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
学
校
で
は
、
低

学
年
の
子
に
や
さ
し
く
教
え
た
り
、
困
っ
て
い
る
と

き
に
助
け
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
遊
ぼ
う
ね
！

大 好 き な 人

　

  笑顔がいいね！写真募集笑顔がいいね！写真募集  

笑顔がいいね !♥

父　真弘さん
母　光さん

髙
たかはし

橋　燈
と う は

芭ちゃん　
令和６年７月 14 日生まれ

いつも屈託のない笑
顔を見せてくれる君
は、私達夫婦の心の
癒しです。 誰にで
も素敵な笑顔を向け
られる、豊かな人に
育ってね！

自慢のお子さまの写真を、
広報やちよに掲載してみませんか？

掲載対象者
町内在住で生後５歳くらいまでのお子さま
申 込 方 法
右記二次元コードの申し込みフォーム
から申し込み

※掲載月が決まり次第、申し込みフォームに入力
　いただいたメールアドレス宛てに連絡します。
※掲載紙は、発行日当日にご自宅に郵送します。

問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

や　ち　よ　文　芸

　

御
身
拭
ふ
地
蔵
菩
薩
の
水
温
む

　
　
　
　
　

小　

屋　
　

倉　

持　

幸　

子　

一
筋
の
末す

ぐ

ろ

の

黒
野
続
く
畦
堤

　
　
　
　
　
　

久
下
田　
　

川　

村　

ヱ
イ
子　

干
し
布
団
叩
い
て
夕
陽
落
と
し
け
り

松　

本　
　

野　

口　

ま
さ
子　

　歌
流
る
屋
形
船
よ
り
花
見
か
な

　
　
　
　
　
　

新　

井　
　

片　

野　

み
さ
を

　

花
見
頃
老は

は母
と
巡
っ
た
琵
琶
湖
畔

　
　
　
　
　

塩　

本　
　

田　

村　

み
つ
る

　

ひ
よ
の
山
の
ど
を
潤
す
花
見
酒

下
妻
市　
　

神　

保　

健　

雄

花
に
酔
ひ
人
に
溺
れ
し
花
見
酒

大　

里　
　

山　

中　

康　

雄

花
見
し
て
無
性
に
母
に
逢
ひ
た
き
日

菅　

谷　
　

照　

内　

美
代
子

キ
ッ
プ
買
う
ふ
ん
わ
り
コ
コ
ロ
ゆ
っ
た
り
と

　
　
　
　
　
　
ま
あ
る
い
風
の
観
覧
車
乗
る

                   

太　

田　
　

山　

口　

正　

明

雷
で
夕
べ
の
豪
雨
身
が
縮
む

　
　
し
ま
い
忘
れ
は
一
人
が
怖
い
!!

大
戸
新
田　
　

山　

本　

好　

子

筑
波
山
茨
城
県
の
誇
り
な
り

平
地
が
多
く
凜
凜
と
し
て

塩　

本　
　

小　

倉　

俊　

雄

畦
道
の
カ
エ
ル
元
気
に
歌
い
お
り

一
年
生
は
楽
し
き
家
路

芦
ケ
谷　
　

須　

澤　

哲　

郎

短
　
　
歌

俳
　
　
句

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選
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町長コラム vol.55

憩遊館リニューアル工事に伴う休館について
　間もなく八千代町初となる、移住・定住を目
的とする「子育て支援住宅」が着工の運びとな
りますが、今年度の目玉事業のもう一つが、憩
遊館のリニューアルです。
　既に建築後 29 年を経過し、施設の老朽化が
進んでいますが、その存在価値は逆に年を重ね
るごとに高まっています。年間データでは、コ
ロナ禍において 3 万人程度まで落ち込みました。
しかし、令和 6 年度は７万人を超す利用者にお
越しいただきました。
　一方で「清潔感がほしい」「レストランを充実
して」「家族で過ごせないか」「もっと楽しみた
い」、中には「働きたい」などのご要望をたく
さんいただいておりました。そこで、やっと利
用者が戻りつつある矢先ではありますが、来年
を目安に休館し、リニューアル工事を行うこと
になりました。費用は国からの交付金、ふる納
の寄付金、借入金で賄います。貴重な財源を使
うわけでありますから、再開時には、皆さまに
十分ご満足いただけるようアイディアをこらし、
内外に向けてしっかりと八千代町の魅力を情報
発信できる施設づくりを目指してまいります。
　新しい施設のキーワードは「デジタルと健康」

「癒し」「食」「遊び」「清潔感」の５つです。
　憩遊館の魅力は、何といっても「温泉」にあ
ります。独特の粘り気のある泉質で、これは、
肌をつるつるにするとともに、湯上りに冷めに
くい。いつまでもポカポカしていると好評を得
ています。そこにデジタルを使った健康測定や
情報提供、仕事や家事、勉強などで頑張り疲れ
た体を癒すマッサージやサウナ等、八千代町の
農産物をあますことなく使った食事やスイーツ
等の提供・販売、もちろんコーヒーは交流先で
あるベトナムコーヒー。そして個人、家族、仲
間等でも時間を過ごせ、納得いただけるサービ
スが提供できる施設となることを考えています。
　どこに行くか？と考えたとき、そうだ憩遊館
があるとなれば、便利だし重宝できますよね。
　将来に向けて、この取り組みにより、新たな
仕事を生み出し、雇用の場をつくり、ひいては
経済をまわす。これが、私のこの事業にかける
真の狙いとなります。
　年明け３月が目安となり、その間ご迷惑をお
かけいたしますが、営業再開を楽しみにしてい
ただきたいと思います。ご理解を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊に着任しました

Xin chào. Tôi là Trâm Anh, 
tôi đến từ tỉnh Tuyên Quang nằm ở phía Bắc Việt Nam!

　初めまして。４月より秘書課地域協働係付の地域おこし協力隊
員として活動することになりました、チャムアインと申します。
　私は来日後、生活や学習の中でさまざまな困難を経験しました。
しかし、それを乗り越える中で、同じような課題に直面するベト
ナム人留学生や技能実習生を支援したいと考え、サポート活動を
始めました。日本語学校に通っていた頃から、役所の手続きや病
院の付き添い、進学の面接練習などを通じて、通訳・翻訳の経験
を積み、日本人と外国人の架け橋となることを目指しています。
　八千代町を知るきっかけは、ベトナムのラックズオン県との友
好都市提携でした。町の皆さんの温かさや豊かな自然に魅力を感
じ、ここで地域おこし協力隊として活動することを決めました。
今後は、八千代町の住民の皆さんと外国人、特にベトナムの方々
との交流を深めるための活動に取り組んでいきます。具体的には、
外国人の方々に八千代町や日本の生活をより理解してもらうた
め、防災や避難訓練の際に通訳を行うことを計画しています。ま
た、日本人と外国人の交流を促進するため、町のイベントへの参
加を呼びかけ、必要な情報提供を行います。さらに、最終的には
独自の交流イベントを開催し、より深い相互理解を図ることを目
標としています。これからどうぞよろしくお願いいたします。D

ズ オ ン
UONG  T

チ ャ ム
RAM  A

ア イ ン
NH さん
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お知らせ版お知らせ版
№ 801№ 801

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

　

令
和
８
年
度
入
学
予
定
と
な
る

園
児
を
対
象
に
、
町
内
各
小
学
校

の
運
動
会
で
招
待
競
技（
宝
拾
い
）

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

実
施
日　

５
月
24
日
（
土
）

※
受
け
付
け
時
刻
な
ど
の
詳
細

は
、
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課
学
務
係

　
（
内
線
３
７
１
０
）

相
談
料　

無
料

申
込
期
限　

５
月
14
日
（
水
）
午

後
４
時

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

　

業
務
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所

得
証
明
書
、町
・
県
民
税
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
終
日
停
止
し
ま
す
。

停
止
日　

５
月
21
日
（
水
）　

　

戸
籍
住
民
課
住
民
係

　
（
内
線
１
１
２
０
）

　

税
務
課
納
税
管
理
係

　
（
内
線
１
５
１
０
）

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　　

　
「
野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部

に
よ
る「
実
の
な
る
木
配
布
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

旬
彩
・
や
ち
よ
農
産
物

八
千
代
直
売
所

　

農
政
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
１
０
）

　
　
　
　

　

就
職
の
悩
み
や
不
安
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
５
月
15
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

TEL

問

問

問問

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
愛
鳥
週
間
」
で
す

令和７年度八千代町花壇コンクールを実施
　環境美化運動の一環として地域の花壇づくりを推進し、
花のある心なごむふるさとづくりを目的として実施します。
実施期間　7 月～ 8 月（この期間に現地審査を実施）
対象花壇　
町内に所在し、不特定の人が目にすることができるプラ
ンターや花壇など（形態・規模は不問）
例：集落センター、公園、広場などの花壇
対象団体
行政区、シニアクラブ、子供会、女性会のほか、花愛好
グループなどの任意団体（団体の人数や規模は不問）
助成等　花の苗（40 株程度）、参加賞（1 万円）
申込方法
申込書に花壇づくり年間活動計画書を添えて、秘書課窓
口または郵送で申し込み
※申込書は、秘書課窓口に設置しているほか、町ホーム
　ページからもダウンロードできます。
申込期限　5 月 23 日（金）
※詳しくは、右記二次元コードの町ホーム
　ページをご覧ください。

問い合わせ　秘書課地域協働係  （内線３５２０）

問TEL 問

学校統合についての住民説明会

　学校統合について、下記の日程で説明会を開催し
ます。どなたでも参加できますので、ぜひお越しく
ださい。

日　時 場　所
５月 15 日（木）午後７時～ 中央公民館１階大ホール
５月 18 日（日）午前 10 時～ 八千代第一中学校体育館
５月 25 日（日）午後２時～ 東中学校体育館
問い合わせ　学校教育課庶務係（内線３７２０）

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止
に
つ
い
て

小
学
校
運
動
会
で
園
児
招

待
競
技
「
宝
拾
い
」
実
施

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次の
とおり情報伝達試験を行います。これは、全国瞬時
警報システム（J アラート）を用いた試験で、八千代
町以外の地域でもさまざまな手段で情報伝達試験が
行われます。

日　　時　５月 28 日（水）午前 11 時
　　　　　※予備日は６月 25 日（水）
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、J アラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音
※ J アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。
問い合わせ　消防交通課消防防災係（内線３３１１）
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場
所　

中
央
公
民
館
１
階
高
齢
者

研
修
室

対
象
者　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
（
要
介
護
等
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
を
優
先
） 

定
員　

20
人　

※
先
着
順
（
初
め

て
参
加
す
る
人
を
優
先
）

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、

リ
ズ
ム
運
動
・
健
康
講
話

参
加
費　

２
０
０
０
円
程
度
（
全

日
程
分
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
み

申
込
期
限　

５
月
９
日
（
金
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
１
３
１
０
）

●人口 21,020 人 (2,070) ●男 11,126 人 (1,537) ●女 9,894 人 (533)
●世帯数 8,497 世帯 (1,789)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ４月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

実
施
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～

助
成
頭
数
終
了
ま
で

助
成
頭
数　

先
着
８
０
０
頭
（
犬

猫
区
別
な
し
）

助
成
対
象　

飼
い
主
が
県
内
に
在

住
し
、
実
施
期
間
内
に
茨
城
県
獣

医
師
会
会
員
病
院
に
て
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
猫
（
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入
し
、
す

で
に
装
着
し
た
犬
猫
は
対
象
外
）

助
成
金
額　

１
頭
に
つ
き
２
０
０
０

円申
請
方
法　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を

装
着
後
、
飼
い
主
本
人
が
「
環
境

省
犬
と
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情

報
登
録
」
に
登
録
を
行
い
、
発
行

さ
れ
た「
登
録
証
明
書
」の
コ
ピ
ー

と
茨
城
県
獣
医
師
会
「
令
和
７
年

度
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
助
成

金
申
請
書
」
を
専
用
封
筒
で
郵
送

し
て
申
請

　

茨
城
県
獣
医
師
会

　

０
２
９
‐
２
４
１
‐
６
２
４
２

　

運
動
で
体
力
ア
ッ
プ
、能
力
ア
ッ

プ
、
笑
顔
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
？

期
間　

５
月
13
日
（
火
）
～
９
月

23
日
（
火
）
週
１
回
【
全
15
回
】

午
前
９
時
30
分
～
11
時

問

問

TEL

募

集

募

集

介
護
予
防
「
元
気
は
つ
ら

つ
健
康
塾
」
参
加
者
募
集

野外音楽フェス『ミニやちおん』開催
日　時　５月 11 日（日）午前 10 時～午後４時
　　　　※雨天決行、荒天中止
場　所　コミュニティプレイス INDIGO.
　　　　（八千代町大字菅谷 1021-1）
出演者
玉樹、H&N、中央幼稚園、八千代一中吹奏楽部、キッズ
エアロビダンスチーム、髙橋真弘、谷部洋一、オイルマ
ンブラザーズ、幕之内桂（力士団）
出店者

【 飲 食 テ ン ト 】 中 里 製 菓 店、 ヤ ナ ケ ン の 焼 き そ ば、
YACHIOLAS ／【キッチンカー】とうふやたかはし、ファー
ム八千代、Yachiyo’s kitchen ／【キッズコーナー】駄菓
子屋せき、ホビーズ JIN（ミニ四駆）、ヤギの餌やり、キッ
クターゲット／【こども食堂】INDIGO. キッチン／【ク
ラフト・ワークショップ】キャラクター折り紙、やちまる、
kawaiiTHS、PARAFUSE. 脳洗浄 ®
入場料　無料
※詳しくは、右記二次元コードのやちおん
　公式インスタグラムをご覧ください。

問い合わせ　産業振興課地域振興係 （内線２３１０）

住宅用蓄電池の導入補助金のお知らせ
対象設備　
住宅（店舗等の併用住宅を含む）に設置される家庭用蓄
電池（10kw 未満の太陽光発電設備と接続されるものに
限る）
補助要件（次の要件に全て該当すること）
○町内に住所を有すること（設置完了時までに町内に住
　民登録をする場合を含む）
○自ら居住もしくは居住を予定している町内の住宅に対
　象設備を設置すること、または住宅販売事業者より未
　使用の対象設備付き住宅を自らの居住用に供するため
　に取得すること
○令和８年 3 月 15 日までに機器の設置が完了できること
○町税等に未納がないこと
補助金額　上限 10 万円
受付場所　役場２階環境対策課窓口
受付期間　5 月 12 日（月）～予算限度額に達するまで
　　　　　（土日祝日を除く）
※設置前に申請が必要です。
※詳しくは、右記二次元コードの町ホーム
　ページをご覧ください。

問い合わせ　環境対策課環境政策係（内線２５２０）

５月の納税等
  

納期内納付にご協力を
お願いします。

軽自動車税（種別割）
（全期）　

納期は６月２日（月）です

　  税 務 課（内線 1520）

犬
・
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
埋
め
込
み
助
成
事
業問

第１回「介護予防教室（ココカラアップ教室）」
参加者募集

期　　間　５月 14 日（水）～７月 16 日（水）　
　　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　【毎週水曜日：全 10 回】
　　　　　※第４回目のみ６月５日（木）午後１時 30 分
　　　　　　～３時に実施します。
場　　所　中央公民館１階高齢者研修室
対  象  者　町内在住の 65 歳以上の人（要介護等の認
　　　　　定を受けていない人を優先）
定　　員　20 人　※先着順
参  加  費　無料
内　　容
○各専門職（薬剤師・理学療法士・管理栄養士など）　
　による講話
○自宅でできる運動、腰痛予防体操など
※講座の初回と最後に体力測定などの評価を行います。
申込方法　電話または窓口で申し込み
申込期限　５月９日（金）
問い合わせ　地域包括支援センター（内線１３１０）
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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１　

８
４
６
万
８
千
円
減
額
し
、
予
算

総
額
を
１
１
１
億
７
５
８
２
万
９　

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
町
税
全

体
で
１
億
９
２
２
６
万
円
、
地
方

特
例
交
付
金
９
７
６
４
万
５
千

円
、
地
方
交
付
税
２
億
４
４
４
万

円
、
繰
越
金
７
５
８
５
万
２
千
円
、

諸
収
入
３
２
７
０
万
５
千
円
を
増

額
し
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支

出
金
１
億
９
７
万
９
千
円
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
公
共
施

設
整
備
基
金
積
立
金
を
含
む
財
産

管
理
費
５
５
１
３
万
１
千
円
、
国

県
補
助
金
返
還
金
で
あ
る
諸
費

５
４
７
１
万
７
千
円
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
を
含
む
財
政
調
整
基

金
費
１
億
７
５
３
万
１
千
円
な
ど

の
増
額
に
よ
り
、
総
務
管
理
費

１
億
９
６
２
７
万
３
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９7

一般会計 106 億 5100 万円など、令和７年度予算を可決

  

今
回
可
決
し
た

今
回
可
決
し
た

  

そ
の
他
の
議
案
内
容

そ
の
他
の
議
案
内
容

　令和７年第１回定例会は、３月５日から 14 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部から令和７年度予算をはじめ、条例改正など 24 議案
が提案され、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は３月 12 日と 13 日に行われ、10 人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減額 増減率

一　般　会　計 10,651,000 8,694,000 1,957,000 22.5

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 2,962,736 3,065,855 △ 103,119 △ 3.4

後期高齢者医療特別会計 302,018 301,850 168 0.1

介護保険特別会計

保険事業 1,974,651 1,945,581 29,070 1.5

介護サービス 5,050 5,050 0 0

八千代中央土地区画整理事業特別会計 149,770 114,783 34,987 30.5

企
業
会
計

水道事業会計

収益的 524,545 529,862 △ 5,317 △ 1.0

資本的 463,728 125,362 338,366 269.9

下水道事業会計

収益的 634,155 622,590 11,565 1.9

資本的 538,896 472,843 66,053 14.0

◇令和７年度 会計別予算◇

● 

補
正
予
算

（単位：千円・％）
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◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

１
７
１
０
万
１
千
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
30
億
８
７
６
１
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

66
万
６
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
３
億
２
８
４
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
に
お
い
て
、
歳

入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
１
２
０
万

円

増

額

し
、

予

算

総

額

を

19
億
８
５
１
２
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
48
万
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
５
５
３
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

３
７
５
万
３
千
円
減
額
し
、
予
算

総
額
を
１
億
１
２
７
８
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

● 

予　

算

● 

そ
の
他

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
改
正
に
伴
い
、
退
職
報
奨
金
支

給
額
表
に
「
勤
務
年
数
35
年
以
上
」

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
太
田
地
区
排
水
路
護
岸

工
事
請
負
変
更
契
約

　

工
事
内
容
変
更
に
伴
い
、
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

・
変
更
前
７
０
４
０
万
円
（
税
込
）

・
変
更
後
７
５
１
８
万
５
千
円
（
税

込
）

◇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

現
議
員
が
３
月
19
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
選
挙
を

執
行
す
る
も
の
で
す
。
指
名
推
薦

に
よ
り
、
安
田
忠
司
議
員
が
再
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、
水
道
事

業
収
益
を
４
５
６
万
５
千
円
減
額

し
、
予
算
総
額
を
５
億
２
５
２
９　

万
７
千
円
、
水
道
事
業
費
用
を

２
４
８
８
万
３
千
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
４
億
１
４
５
７
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
４
条
予
算
に
お
い

て
、
資
本
的
支
出
を
２
２
０
２
万　

６
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
３
３
３
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、
下
水

道
事
業
収
益
を
７
５
４
万
４
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

６
億
１
８
３
４
万
６
千
円
、
下
水

道
事
業
費
用
を
１
６
４
８
万
６
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

６
億
３
２
２
万
８
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
４
条
予
算
に
お
い
て
、

資
本
的
収
入
を
４
７
５
万
５
千

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

３

億

１

８

２

６

万

７

千

円
、

資

本

的

支

出

を

９

１

９

万

円

減

額

し
、

予

算

総

額

を

４
億
６
３
６
５
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
改
正
に
よ
り
、
条
例
中
で
引

用
し
て
い
る
条
文
の
項
番
号
を
改

め
る
と
と
も
に
、
所
要
の
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

貝
谷
地
内
に
設
置
す
る
子
育
て

交
流
サ
ロ
ン
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
令
和
６
年
４
月
分
か
ら
適
用

　
　

給
料
表
の
改
定
（
官
民
格
差

　

２
．
76
％
解
消
の
た
め
若
年
層

　

に
重
点
を
置
い
て
改
定
）

・
令
和
６
年
12
月
分
か
ら
適
用

　
　

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の

　

支
給
月
数
の
改
定
（
そ
れ
ぞ
れ

　

０
．
05
月
分
引
上
げ
）

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
、
一
般
職

の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
特
別
職

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

・
令
和
６
年
12
月
分
か
ら
適
用

　
　

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改

　

定
（
０
．
05
月
分
引
上
げ
）

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
、
健
康
増
進
・
食
育
推

進
計
画
策
定
委
員
を
加
え
る
も
の

で
す
。

◇
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

法
及
び
県
条
例
の
改
正
に
よ

り
、
町
の
許
可
対
象
面
積
を
３
，

０
０
０
㎡
以
下
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◇
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

主
任
技
術
者
の
常
駐
・
専
任
規

定
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
所
要

の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

● 

条　

例

● 

議
員
提
出
議
案

● 

契　

約

● 

人　

事
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◇
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
き
ぬ
最
終

処
分
場
次
期
埋
立
地
整
備
事
業
及

び
菅
谷
地
内
自
転
車
・
歩
行
者
専

用
道
路
認
定
に
伴
い
、
大
渡
戸
地

内
３
路
線
、
菅
谷
地
内
１
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
き
ぬ
最
終

処
分
場
次
期
埋
立
地
整
備
事
業
及

び
菅
谷
地
内
自
転
車
・
歩
行
者
専

用
道
路
認
定
等
に
伴
い
、
大
渡
戸

地
内
２
路
線
、
菅
谷
地
内
３
路
線
、

下
山
川
地
内
１
路
線
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
１

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

１

億

４

５

０

万

６

千

円

増

額

し
、

予

算

総

額

を

１
１
３
億
９
４
２
９
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金

１
億
５
５
０
万
７
千
円
増
額
し
、

繰
越
金
１
０
０
万
１
千
円
減
額
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
デ
マ
ン

ド
交
通
運
行
事
業
（
地
域
公
共
交

通
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
）
に
よ

り
、
総
務
管
理
費
１
６
５
万
円
、

低
所
得
支
援
給
付
費
（
低
所
得
者

支
援
給
付
金
）
を
含
む
社
会
福
祉

費
７
７
２
７
万
８
千
円
、
子
育
て

環
境
整
備
支
援
事
業
（
教
育
・
保

育
施
設
緊
急
対
策
支
援
事
業
費
補

助
金
）
に
よ
り
、
児
童
福
祉
費

４
３
８
万
２
千
円
、
畜
産
振
興
事

業
（
畜
産
農
家
飼
料
高
騰
支
援
事

業
補
助
金
）
に
よ
り
、
農
業
費

３
１
２
万
４
千
円
、
中
小
企
業
支

援
事
業
（
運
送
事
業
者
等
支
援
金
）

に
よ
り
、
１
１
０
０
万
円
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
事
業
助
成
金
）
に
よ
り
、
教
育

総
務
費
７
０
７
万
２
千
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

上
野　

政
男

審議結果

令和７年度八千代町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和７年度八千代町国民健康保険
特別会計予算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和７年度八千代町後期高齢者医療
特別会計予算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和７年度八千代町介護保険
特別会計予算

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和７年度八千代町水道事業会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

　　

　　賛否の分かれた議案

　

　○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー議長は採決に加わらない。

令和７年３月（第１回）定例会　議案 審議結果

● 

そ
の
他

  

　

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会

● 

予　

算
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負
担
を
抑
え
つ
つ
、
今
後
も
安
定

し
た
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

赤
あかつか

塚　千
ち な つ

夏 議員

水

道

行

政

に

つ

い

て

産
業
建
設
部
長　

県
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
訂
正
し
て
い
ま

す
。
町
独
自
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
き

な
ズ
レ
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
協
定
の
締
結
は
議
会

の
議
決
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
点

は
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

町　

長　

町
は
も
と
も
と
水
不
足

に
悩
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
り
、
水

道
事
業
の
運
営
や
老
朽
化
対
策
に

は
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

広
域
連
携
の
協
定
を
結
ん
だ
の

は
、
こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
た

上
で
の
判
断
で
す
。
人
口
予
測
の

差
異
に
つ
い
て
は
、
県
に
し
っ
か

り
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
の

　

前
回
、
埋
却
し
た
の
は
卵
と
飼

料
の
み
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
今
回
は
殺
処
分
し

た
鶏
に
つ
い
て
も
埋
却
と
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
地
元
か
ら
も
大

変
な
批
判
が
あ
り
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

農
場
側
に
よ
る

埋
却
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
２
年

前
に
発
生
し
た
際
は
、
当
初
は
農

場
敷
地
内
に
処
分
家
禽
等
を
埋
却

す
る
予
定
で
し
た
が
、
近
隣
の
事

業
者
と
の
関
係
や
面
積
の
課
題
等

か
ら
、
処
分
家
禽
に
つ
い
て
は
全

羽
焼
却
処
分
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
処
分
対
象
の
卵
と
飼
料
に

つ
い
て
は
埋
却
地
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、「
処
分
家
禽
は
埋

却
し
な
い
。
埋
却
す
る
の
は
卵
と

飼
料
だ
け
」
と
い
う
条
件
で
、
各

地
権
者
か
ら
土
地
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
農
場
側
が
令
和

５
年
当
時
に
事
業
を
再
開
す
る
に

あ
た
り
、
新
た
な
埋
却
地
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
当
初

に
卵
・
飼
料
等
を
埋
却
し
た
土
地

に
隣
接
し
た
約
９
，
０
０
０
㎡
を

高

病

原

性

鳥

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

に

つ

い

て

　

埋
却
さ
れ
た
鶏
35
万
羽
、
卵
２

４
０
ｔ
及
び
飼
料
４
５
７
ｔ
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

埋
却
に
つ
い
て

は
防
疫
を
行
う
県
が
実
施
す
る
も

の
で
す
。
今
回
、
処
分
し
た
鶏
の

処
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
初
は

全
羽
埋
却
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
防
疫
措
置
の
実
施

途
中
で
、
茨
城
県
県
西
家
畜
衛
生

保
健
所
か
ら
防
疫
措
置
を
早
期
に

完
了
さ
せ
る
た
め
、
焼
却
処
分
も

実
施
す
る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
約
35
万
羽
を
埋

却
し
、
約
73
万
羽
を
焼
却
処
分
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
処
分
対

象
の
卵
、
飼
料
に
関
し
て
も
、
処

分
家
禽
の
埋
却
地
と
同
じ
敷
地
へ

全
量
埋
却
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

                                          　 大
お お く ぼ

久保　武
たけし

 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
10
名
が
登
壇

料
金
の
値
上
が
り
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
町
は
県
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
鵜
呑
み
に
せ

ず
、
独
自
の
試
算
を
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
重
要
な
協
定
を

結
ぶ
前
に
、
議
会
で
し
っ
か
り
議

論
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　

◇
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

 

加
齢
性
難
聴
、
認
知
症
予
防
に

は
補
聴
器
が
有
効
で
す
。
し
か
し
、

補
聴
器
は
高
額
で
手
が
出
せ
な
い

高
齢
者
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

全
国
で
は
、
障
害
者
手
帳
が
な
く

て
も
助
成
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

広
が
っ
て
お
り
、
茨
城
県
内
で
も

複
数
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
ま

す
。
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
を

早
期
に
導
入
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

超
え
る
土
地
を
、
今
回
の
埋
却
地

と
し
て
農
場
側
が
確
保
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
再
開

に
よ
る
新
た
な
埋
却
予
定
地
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
農
場
側

に
対
し
前
回
よ
り
厳
し
い
指
導
が

あ
り
、
町
に
お
い
て
も
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
。
町
か
ら
農

場
側
に
対
し
て
も
、
確
保
前
に
は

地
元
説
明
会
の
開
催
を
要
望
す
る

な
ど
、
地
域
住
民
の
不
安
払
拭
に

向
け
て
、
県
、
町
、
農
場
側
と
三

者
に
よ
る
協
議
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　 　

町
の
水
道
事
業
を
県
の
広
域
水

道
に
統
合
す
る
の
は
問
題
で
す
。

県
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口

減
少
が
進
む
の
に
給
水
量
が
増
え

る
と
い
う
不
自
然
な
予
測
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の

負
担
も
大
き
く
、
将
来
的
に
水
道

保
健
福
祉
部
長　

現
状
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
聴
覚
障
害

者
と
、
18
歳
未
満
の
軽
度
・
中
等

度
の
聴
覚
障
害
の
方
に
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
加
齢

性
難
聴
の
方
が
生
活
改
善
を
図
る

に
は
、
補
聴
器
を
適
正
に
利
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
助
成
制
度

創
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
市

町
村
の
施
策
の
実
態
を
把
握
す
る

な
ど
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
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令
和
６
年
８
月
、
団
長
が
辞
表

を
提
出
し
、
新
し
い
団
長
へ
の
辞

令
交
付
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
直
前
に
な
っ
て
辞
令
交

付
が
取
り
消
さ
れ
ま
し
た
。
誰
の

判
断
で
取
り
消
さ
れ
た
の
で
す

か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

提
出
さ
れ
た
辞
表
に
は

正
式
な
印
が
な
く
、
本
人
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
『
続
け
た
い
』
と
意

思
を
示
し
た
た
め
、
辞
表
を
受
理

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

辞
令
交
付
も
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

消
防
団
の
混
乱
が
１
年
近
く
続

い
て
い
ま
す
が
、
消
防
長
と
し
て

の
対
応
が
遅
か
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
も
っ
と
早
く
対

応
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

町　

長　

何
も
対
応
し
て
い
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
関
係
者

と
話
し
合
い
な
が
ら
状
況
の
整
理

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

消
防
団
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
で
は
、
昨
年
の
２
月
に

操
法
大
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
分
団
長
会
議
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
共
有
さ
れ
な
い
ま

ま
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し 大

おおさと

里　岳
た け し

史 議員

た
。
こ
の
よ
う
な
運
営
で
、
会
議

は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

町　

長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
私

に
届
い
た
の
が
、
だ
い
ぶ
遅
れ
て

い
ま
し
た
。
分
団
長
会
議
は
、
消

防
団
の
運
営
に
お
い
て
重
要
な
場

で
す
。
今
後
、
よ
り
適
切
に
運
営

で
き
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

　

昨
年
５
月
の
分
団
長
会
議
に
お

い
て
、
操
法
大
会
を
こ
の
ま
ま
強

行
す
る
の
な
ら
、
や
め
ま
す
と

言
っ
た
分
団
長
も
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
に
、
操
法
大
会
等
に

関
し
て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

ほ
し
い
と
の
申
し
出
に
対
し
、「
何

も
話
し
合
う
必
要
は
な
い
、
や
め

る
と
言
っ
た
の
だ
か
ら
、
男
ら
し

く
や
め
ろ
」
と
言
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
該
当
す
る
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

町　

長　

私
は
そ
の
場
に
い
な

か
っ
た
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。　

　

昨
年
末
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
際
に
は
、

多
く
の
方
の
協
力
で
早
急
な
殺
処

分
と
埋
却
処
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
埋
却
処
理
に
よ
る

土
壌
汚
染
や
地
下
水
汚
染
、
臭
気

の
懸
念
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
対

策
を
し
っ
か
り
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

持

続

可

能

な

社

会

の

管

理

対

策

に

つ

い

て

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
加

え
て
、
近
年
は
カ
メ
ム
シ
な
ど
の

害
虫
に
よ
る
農
作
物
被
害
も
増
え

て
い
ま
す
。
現
在
の
状
況
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

有
害
鳥
獣
の
被

害
に
つ
い
て
は
、
町
で
は
ス
イ
カ

や
メ
ロ
ン
等
へ
の
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
町

で
は
引
き
続
き
「
箱
罠
」
の
貸
し

出
し
を
行
い
、
捕
獲
後
の
適
切
な

処
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
カ
メ

ム
シ
被
害
に
つ
い
て
も
深
刻
で
、

米
の
品
質
低
下
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
で
は
無
人
ヘ
リ
に
よ

る
航
空
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
更
な
る
支
援
策
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

安
や す だ

田　忠
た だ し

司 議員

消

防

団

に

つ

い

て

町
民
く
ら
し
の
部
長　

埋
却
処
理

に
よ
る
土
壌
汚
染
や
地
下
水
汚
染

対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の
防
疫
作

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
臭
気
対
策
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
に
対
し
、
近
隣
住

民
の
方
々
の
ご
要
望
に
添
え
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ
ら

な
る
改
善
策
等
、
悪
臭
の
抜
本
的

な
解
決
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要

請
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
の
異
常
気
象
や
温
暖
化
の

影
響
で
感
染
症
も
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
健

康
を
守
る
た
め
、
学
校
や
地
域
で

の
予
防
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

外
国
由
来
の
病

原
体
を
国
内
に
ま
ん
延
さ
せ
な
い

た
め
の
検
疫
を
、
感
染
者
が
す
り

抜
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
必
要

に
応
じ
て
保
健
所
等
と
連
携
し
対

策
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
、

学
校
等
の
欠
席
者
情
報
等
を
感
染

症
情
報
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、
情

報
共
有
す
る
と
と
も
に
、手
洗
い
・

う
が
い
の
励
行
や
、
予
防
接
種
の

推
奨
な
ど
基
本
的
感
染
症
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
、

感
染
症
予
防
に
つ
い
て
、
正
し
い

情
報
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
住
民

の
健
康
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
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憩
遊
館
の
入
館
者
数
は
、
開
館

当
初
か
ら
現
在
に
か
け
て
ど
れ
く

ら
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
憩
遊

館
を
利
用
し
た
町
の
催
し
物
が

あ
っ
た
か
。
今
後
、
開
催
予
定
は

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

令
和
３
年
ま
で
は
、
財
団
法
人

八
千
代
町
ふ
る
さ
と
公
社
が
指
定

管
理
者
で
し
た
。
令
和
４
年
か
ら

は
公
募
に
よ
り
、
株
式
会
社
ク

リ
ー
ン
工
房
が
指
定
管
理
者
と
な

り
ま
し
た
。

　

加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
し
ば

ら
く
の
間
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会

社
ク
リ
ー
ン
工
房
が
利
用
公
募
を

行
い
、
優
先
利
用
事
業
者
を
決
定

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
等

の
加
工
、製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

町
の
農
産
物
の
加
工
、

更
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
繋
げ
る
形
で
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
加
工
施
設
は
重
要
な
位
置
づ

け
に
な
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
工
房

は
、
民
間
会
社
で
す
が
、
町
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
事
も
大
事
に
し

な
が
ら
、
憩
遊
館
の
経
営
を
行
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
お お く ぼ

久保　敏
と し お

夫 議員

憩
遊
館
の
管
理
、
運
営
に
つ
い
て

産
業
建
設
部
長　

開
館
当
初
か
ら

数
年
間
は
、
入
館
者
が
年
間
10
万

人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
令
和
２

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
２
万
９
千
人
と
落
ち
込
み
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
２
月
末
現
在

で
６
万
４
千
人
と
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
を
超
え
る
見
込
み

で
す
。

　

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

管
理
、
運
営
は
令
和
４
年
４
月
か

ら
株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
工
房
を
指

定
管
理
者
と
し
、
管
理
を
委
任
し

て
い
ま
す
。憩
遊
館
の
行
事
に
は
、

町
も
最
大
限
協
力
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

現
在
は
、
ク
リ
ー
ン
工

房
主
催
に
よ
る
催
し
物
が
あ
り
、

そ
こ
に
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
町
担
当
課
も
一
緒
に
な
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

憩
遊
館
に
お
い
て
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
部
分
は
町
直
営
で
や

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
も
う
一

つ
は
隣
に
加
工
施
設
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

平
成
９
年
か
ら

て
い
ま
す
。

町　

長　

実
証
実
験
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
住
民
の
生
活
向
上
や

経
済
活
性
化
に
も
繋
が
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
十

分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。本
町
は
、

農
業
基
盤
が
充
実
し
、
広
大
な
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
が
数

多
く
い
ま
す
の
で
、
農
業
分
野
に

お
け
る
実
証
実
験
に
適
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
現
在
、
町
内
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
他
地
域
に
先
駆
け
た

農
業
の
構
築
を
図
り
、
農
業
者
の

作
業
負
担
を
軽
減
し
、
効
率
よ
く

収
穫
量
を
増
加
さ
せ
、
所
得
向
上

に
繋
げ
ら
れ
れ
ば
非
常
に
有
益
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

実
証
実
験
を
誘
致
す
る
た
め
に

は
、
本
町
の
強
み
を
生
か
し
た
情

報
発
信
戦
略
を
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
と

り
、
連
携
を
強
化
し
て
い
く
の
か
、

町
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

新
し
い
事
を
取
り
入
れ

て
い
く
と
い
う
意
識
作
り
や
、
実

証
実
験
を
受
け
入
れ
や
す
く
す
る

企
業
や
大
学
・
研
究
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
実
証
実
験
の
推
進
に
つ
い
て

　

近
年
、
新
技
術
や
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
装
す
る
た
め
の
実
証
実

験
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

単
な
る
企
業
の
取
組
と
し
て
で
は

な
く
、
町
民
や
地
元
産
業
と
の
連

携
を
深
め
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
企
業
や
研

究
機
関
が
実
証
実
験
を
行
う
際
、

ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
は
可
能
で
あ
る
か
お
聞
き

し
ま
す
。

秘
書
公
室
長　

実
証
実
験
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
と
民
間
企
業
や
研

究
機
関
が
連
携
し
実
施
す
る
こ
と

で
、
効
果
や
課
題
、
改
善
方
法
を

検
証
す
る
も
の
で
、
前
例
の
な
い

試
み
を
導
入
し
や
す
く
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
証
実
験
の

分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、

各
分
野
か
ら
情
報
収
集
し
、
受
入

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え 谷

や な か

中　理
り く

矩 議員

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
実
証
実
験

を
希
望
す
る
企
業
や
研
究
機
関
が

問
い
合
わ
せ
出
来
る
体
制
を
整

え
、
本
町
が
実
証
実
験
に
非
常
に

適
し
た
自
治
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
情
報
発
信
を
強
化
し
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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産
業
建
設
部
長　

水
道
事
業
の
統

合
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

広
域
連
携
す
る
事
で
、
施
設
最
適

化
に
よ
る
将
来
の
工
事
費
抑
制
、

広
域
化
に
係
る
交
付
金
活
用
、
料

金
値
上
げ
幅
の
抑
制
な
ど
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

水
道
事
業
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
今
後
３
年
程
度
以
内
に

統
合
を
目
指
す
と
い
う
内
容
で
す

の
で
、
町
に
不
利
益
と
な
ら
な
い

よ
う
、
議
論
の
経
過
を
見
極
め
て

い
く
と
と
も
に
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
昨
年
12
月
健
康

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
に
つ
い
て
規
制
強

化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る

の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

本
町
で
は
令
和

５
年
11
月
、
令
和
６
年
９
月
に
浄

水
場
内
の
水
栓
に
お
い
て
検
査
を

実
施
し
、
い
ず
れ
も
測
定
下
限
値

未
満
の
結
果
で
し
た
。
安
心
し
て

水
道
水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
後
も
検
査
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
国
土
交
通
省
よ
り
老

朽
化
が
課
題
で
あ
る
全
国
の
橋
の

点
検
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
が
管
理
す
る
橋
で
レ
ベ

ル
4
の
橋
梁
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

近
接
目
視
に
よ
る
点
検
は
技
術
的 増

ま す だ

田　光
みつとし

利 議員

老

朽

化

し

た

橋

の

点

検

状

況

に

つ

い

て

に
適
切
な
の
か
。
そ
し
て
、
現
在

ま
で
に
修
繕
を
行
っ
た
橋
梁
数
と

今
後
計
画
し
て
い
る
橋
梁
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。　

産
業
建
設
部
長　

本
町
が
管
理
す

る
1
4
7
橋
の
う
ち
、
緊
急
措

置
段
階
に
あ
る
判
定
区
分
４
に
該

当
す
る
橋
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
接
目
視
に
よ
る
点
検
は
、
国

土
交
通
省
が
策
定
し
た
道
路
橋
定

期
点
検
要
領
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
適
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

修
繕
に
つ
い
て
は
、
判
定
区
分

3
と
認
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
5
つ
の
橋
の
改
修
が

完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
７
つ
の

橋
に
つ
い
て
、
令
和
10
年
度
完
了

を
目
途
に
実
施
し
て
い
く
計
画
が

あ
り
ま
す
。

◇
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

県
は
水
道
事
業
広
域
連
携
に
乗

り
出
す
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。

和
18
年
度
に
は
全
て
の
配
水
量
が

県
水
に
よ
り
賄
わ
れ
る
こ
と
で
浄

水
場
が
廃
止
と
な
る
た
め
、
建
設

後
約
45
年
程
度
経
過
し
た
浄
水
施

設
の
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
な
く

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

配
水
浄
化
ま
で
に
は
定
期
的
な
維

持
修
繕
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
、資
金
計
画
を
検
討
し
、

無
駄
の
な
い
経
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
１
年
間
の
水
道
に
関
す
る

苦
情
の
内
容
と
件
数
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

苦
情
の
件
数
は

集
計
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
火
災
発
生
時
の
消

火
栓
使
用
に
よ
る
水
の
濁
り
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
急
激
に

水
道
管
内
の
流
速
が
上
が
り
、
付

着
し
た
水
垢
の
一
種
が
剥
が
れ
、

濁
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
対
応

と
し
て
、
付
近
の
配
管
か
ら
濁
っ

た
水
を
抜
く
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
対
象
者
に
は
、
濁
り

が
取
れ
る
ま
で
水
を
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

町

水

道

事

業

と

県

の

水

道

ビ

ジ

ョ

ン

に

つ

い

て

　

市
町
村
水
道
事
業
と
県
企
業
局

が
経
営
統
合
と
な
れ
ば
、
料
金
が

統
一
と
な
り
、
管
理
施
設
も
統
一

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
す
る
と
、

浄
水
、
配
水
、
管
路
施
設
等
の
修

理
修
繕
を
出
来
る
だ
け
控
え
る
市

町
村
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
現
時
点
で
改
修
工
事

な
ど
の
計
画
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

産
業
建
設
部
長　

経
営
統
合
に
伴

う
資
金
管
理
は
事
業
毎
に
区
分
し

て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
料
金
統
一

は
当
面
行
わ
な
い
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
投
資
お
よ
び
財
政
に
関

す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
県
の
同

意
、
法
定
協
議
会
の
承
認
を
得
て

実
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

修
繕
や
修
理
、
更
新
工
事
な
ど
は

控
え
る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
域
連
携

の
施
設
最
適
化
の
予
定
で
は
、
令

𠮷
よ し だ

田　安
や す お

夫 議員

で
、
水
道
料
金
の
減
免
の
措
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

濁
り
水
を
飲
ん
で
し
ま
い
、
健

康
上
安
全
な
の
か
と
の
問
い
に

は
、「
濁
り
水
の
原
因
は
、
主
に

鉄
分
の
た
め
、
自
然
に
体
か
ら
排

出
さ
れ
ま
す
の
で
問
題
あ
り
ま
せ

ん
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
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◇
犬
猫
の
保
護
活
動
に
つ
い
て

　

野
良
犬
や
野
良
猫
に
対
し
て

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

野
良
犬
や

迷
い
犬
の
場
合
、
個
体
識
別
が
あ

れ
ば
、
飼
い
主
に
引
き
取
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
飼
い
主
が
特
定
で

き
な
い
場
合
は
、
茨
城
県
動
物
指

導
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
対
応
し

て
い
ま
す
。
野
良
猫
の
場
合
、
飼

い
猫
か
野
良
猫
か
の
判
断
が
難
し

い
た
め
、
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

で
も
保
護
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

　

動
物
の
去
勢
手
術
、
避
妊
手
術

は
高
額
な
た
め
、
助
成
金
制
度
が

あ
れ
ば
、
飼
い
主
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
考
え

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

町　

長　

犬
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
近
隣

自
治
体
の
動
向
を
調
査
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
活
性
化
に
繋
が
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
検
討
に
つ
い
て
お
聞
か 赤

あかおぎ

荻　妙
た え こ

子 議員

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

せ
く
だ
さ
い
。

秘
書
公
室
長　

鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
素
晴

ら
し
い
景
色
を
眺
望
で
き
る
、
見

ど
こ
ろ
の
多
い
ル
ー
ト
で
す
。
本

町
に
お
け
る
新
し
い
観
光
名
所
と

し
て
、
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
移
動
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
、

昨
年
度
策
定
し
た
、
地
域
公
共
交

通
計
画
に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー
ト
を
設

置
検
討
し
て
い
く
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
の
で
、
地
域
活
性
化
と
事

業
採
算
性
等
の
調
査
を
行
い
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
導
入
は
、
気
軽
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

幅
広
い
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
鬼
怒
川
沿
川
地
域

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広

域
的
な
観
光
促
進
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

細
や
か
な
配
慮
に
努
め
、
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
開
始
し
た
ば
か
り
の
制

度
で
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な

運
用
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◇
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て

　

先
日
、
国
が
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
紙
と
同
様
、
正
式
な
教
科
書
に

位
置
付
け
る
方
向
性
を
示
し
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
す

る
場
合
、
学
習
に
対
す
る
集
中
力

低
下
や
健
康
面
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
に
つ
い
て
、
町
の
方
針
を
お
聞

き
し
ま
す
。

教
育
部
長　

健
康
へ
の
懸
念
に
つ

い
て
は
、
紙
の
教
科
書
を
主
た
る

教
材
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
併
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
健
康
を
害
す
る
程
の
使
用

頻
度
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

ラ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
学
習
）
と
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
が
、
児
童
生
徒
が
体
験

的
、
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
学

び
、
自
己
の
あ
り
方
を
考
え
る
た

め
に
、
家
族
と
ゆ
っ
く
り
話
を
す

る
時
間
も
大
切
で
す
。
昨
年
４
月

以
降
、
県
内
で
実
施
さ
れ
、
本
町

で
も
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

度
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
問

題
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

本
町
で
は
昨
年
５
月

か
ら
各
学
校
で
導
入
し
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
の
利
用
度
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
１
月
末
現
在
で
、

児
童
が
１
６
８
名
で
18
．
3
％
。

生
徒
が
62
名
で
12
．
3
％
の
取
得

率
で
し
た
。

　

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
ご
家
庭

の
諸
事
情
に
よ
り
、
取
得
に
差
が

生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 榎

えのもと

本　哲
てつろう

朗 議員

す
。
心
身
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
、
日
常
観
察
や
学
校
健
診
等

を
通
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態

を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
紙
の
教
科
書
と
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
活
か
し
て
、
子
供
た
ち
が
よ
り

良
い
学
習
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

教
育
長　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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№ 787№ 787　　

３月 15 日、八千代グリーンビレッジで
町内の中学１、２年生を対象とした「EASTER ENGLISH CAMP2025」を開催しました。

これは、児童生徒の英語教育強化事業の一環で令和６年度から始まったもので、
中学生対象のイングリッシュキャンプは今回が初となります。

EASTEREASTER
ENGLISHENGLISH
CAMP2025CAMP2025

EASTEREASTER
ENGLISHENGLISH
CAMP2025CAMP2025

　後半は、生徒たちが自分のグループを担当する ALT に、出身地や
好きな食べ物などを質問してまとめた内容の発表会を行いました。
今回のイングリッシュキャンプに参加した生徒たちからは「料理
の仕方を説明するゲームで、簡単な動きでも英語で伝えるのが難
しかった」「もっと英語を話せるように頑張ろうと思った」などの
感想が聞かれ、英語でのコミュニケーションの楽しさを実感した
様子でした。
問い合わせ　学校教育課学務係（内線３７１０）

　当日は、６人の ALT が講師となり、生徒たちは５つのグループ
に分かれて活動を開始。前半は、卵を料理する手順を英語で説明
するゲームや、カプセルに入った英単語のカードをマッチさせる
神経衰弱など５種類のゲームを実施しました。


